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一
、
風
と
日
本
人
―
問
題
の
所
在
―

風
の
つ
く
日
本
語　
　

日
本
語
の
中
に
は
、「
風
」
が
付
く
言
葉
が
数
多
く
あ
る
。
風
景
・

風
情
・
風
土
・
風
物
・
風
潮
・
風
流
・
風
俗
・
風
習
・
風
紀
・
風
体
・
風
才
・
風
刺
等
、

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
風
は
、
大
気
の
物
理
的
運
動
で
あ
り
、
そ
の
土
地
の
自
然
環
境

に
よ
り
、
吹
く
季
節
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
見
せ
て
い
る
。

　

わ
が
国
は
、
温
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
帯
で
あ
る
が
、
モ
ン
ス
ー
ン
と
い
う
言
葉
も
「
季

節
風
」
を
指
す
ア
ラ
ビ
ア
語
に
由
来
し
て
い
る
。
人
々
は
、「
風
を
感
じ
」
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
土
地
で
作
物
を
生
産
し
、
消
費
す
る
と
い
う
生
活
を
営
ん
で
き
た
。
風
と
土
の

自
然
環
境
を
象
徴
し
、「
風
土
」
と
い
う
言
葉
を
日
本
人
は
、
創
造
し
て
き
た
と
い
え
る
。

風
が
つ
く
る
自
然　
　

風
は
、
北
半
球
と
南
半
球
、
ま
た
赤
道
付
近
と
北
極
・
南
極
な
ど
、

海
洋
と
山
岳
地
域
な
ど
、
自
然
条
件
の
相
違
か
ら
、
様
々
な
種
類
の
風
が
見
ら
れ
る
。
寒

暖
状
況
に
よ
り
、
低
気
圧
・
高
気
圧
な
ど
大
気
が
暖
め
ら
れ
た
り
冷
却
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
偏
西
風
や
台
風
・
ハ
リ
ケ
ー
ン
な
ど
暴
風
雨
に
発
達
し
、
各
地
に
大
き
な
被

害
を
与
え
て
い
る
。

　

風
力
を
利
用
し
た
帆
船
に
よ
る
航
行
や
漁
法
、
近
年
は
風
力
発
電
の
風
車
が
各
地
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
風
に
よ
る
自
然
現
象
と
し
て
、
岩
石
の
風
化
に
よ
り
砂
状

に
粉
砕
さ
れ
た
の
が
、
風
力
に
よ
り
吹
き
飛
ば
さ
れ
運
ば
れ
堆
積
し
て
土
壌
が
生
成
さ
れ

て
き
て
い
る
。
日
本
に
は
多
く
の
火
山
が
あ
り
、
そ
の
噴
火
に
よ
る
岩
石
・
火
山
灰
が
風

化
し
た
後
、
広
い
地
域
に
堆
積
し
て
土
壌
を
形
成
し
て
き
た
。
風
積
土
壌
と
も
呼
ば
れ
、

関
東
ロ
ー
ム
層
は
、
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。

　

人
類
は
、
こ
の
よ
う
な
風
の
動
き
、
風
に
よ
る
自
然
環
境
の
形
成
、
風
と
の
戦
い
、
風

を
利
用
し
た
生
産
活
動
な
ど
、「
風
を
感
じ
」
な
が
ら
生
活
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
風
は

民
族
の
文
化
、
文
明
形
成
の
大
き
な
自
然
要
因
と
い
え
る
。
同
じ
こ
と
は
、
日
本
国
内
で

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
自
然
環
境
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
形
成
が
行
わ
れ
て
き
た

と
い
え
よ
う
。

風
が
つ
く
る
文
化　
　

こ
の
よ
う
な
風
と
日
本
人
と
の
関
わ
り
を
、
歴
史
的
・
民
俗
的
な

視
点
か
ら
著
述
し
た
も
の
に
、
市
川
健
夫
氏
の
『
風
の
文
化
誌
』
が
あ
る
。
本
書
は
風
と

日
本
人
の
生
活
を
総
括
し
た
好
著
と
い
え
る
。
風
と
生
業
と
の
関
係
で
は
、
漁
業
特
に
海

洋
漁
業
と
風
に
関
す
る
研
究
が
、
重
点
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
主
な
も
の
に
、
柳
田

国
男
の
『
風
位
考
』、
関
口
武
氏
の
『
風
の
事
典
』
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
近
年
で
は
、
中
山

正
典
氏
の
研
究
が
あ
る
。

「
風
を
感
じ
る
」
感
覚　
　

中
山
正
典
氏
は
、『
風
と
環
境
の
民
俗
』
を
著
述
し
、
風
と
漁

業
と
の
関
連
を
、「
自
然
環
境
と
人
間
と
の
関
係
」
と
い
う
視
点
か
ら
論
及
さ
れ
て
い
る
。

中
山
氏
は
、「
序
章　

風
の
伝
承
と
民
俗
」
に
お
い
て
、「
社
会
の
変
容
の
渦
中
で
鈍
化
さ

れ
て
き
て
い
る
感
覚
の
一
つ
に
、『
風
を
感
じ
る
』
感
覚
が
あ
る
。（
中
略
）　

日
常
生
活
の

中
か
ら
風
の
伝
承
を
探
り
、
日
本
人
が
英
知
と
し
て
伝
え
て
き
た
『
風
を
感
じ
る
』
感
覚

は
、
そ
れ
こ
そ
今
伝
承
を
記
録
し
て
お
か
ね
ば
近
い
将
来
消
滅
し
て
し
ま
う
。
そ
の
中
で
、

伝
承
を
記
録
化
し
、
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
が
民
俗
学
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
で
あ
る
。

⑴

⑵

⑶

⑷

『
会
津
農
書
』
に
み
る
風
と
農
業

＊
佐
々
木　

長　

生

　

風
は
、
農
業
・
漁
業
等
に
様
々
な
被
害
を
与
え
る
と
と
も
に
、
台
風
等
の
暴
風
雨
は
人
命
に
関
わ
る
大
災
害
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
。
一
方
で
、
風
は
農
業
を
は
じ
め
様
々
な
産
業
に
、
季
節
風
と
な
る

な
ど
人
類
に
は
欠
か
せ
な
い
自
然
現
象
で
あ
る
。「
風
土
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
風
は
地
域
の
民
俗
を
創
る
ひ
と
つ
の
自
然
現
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
民
族
の
文
化
を
形
成
し
て
き
た
。

　

本
稿
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
『
会
津
農
書
』
の
様
々
な
農
業
技
術
を
、
防
風
対
策
お
よ
び
風
の
利
を
生
か
し
た
農
法
、
防
風
雨
除
け
と
し
て
の
風
祭
り
等
、
風
と
人
間
生
活
に
つ
い
て
抽
出

し
、
会
津
地
方
の
風
と
農
業
と
の
民
俗
的
関
係
の
再
現
を
目
的
と
す
る
。
調
査
方
法
は
、『
会
津
農
書
』
を
軸
に
、
貞
享
二
年
・
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
風
俗
帳
に
記
載
さ
れ
た
風
に
関
す
る
民
俗
と
、

市
町
村
史
民
俗
編
や
民
俗
誌
に
記
載
さ
れ
た
風
の
民
俗
伝
承
と
を
照
合
し
、
会
津
地
方
の
風
と
農
業
の
民
俗
慣
行
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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佐々木長生

日
本
人
は
風
を
感
じ
、
生
活
、
生
業
の
中
に
そ
の
感
じ
取
る
知
恵
を
生
か
し
て
き
た
。
風

を
感
じ
る
こ
と
は
人
間
と
環
境
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
一
つ
で
あ
り
続

け
て
き
た
。
近
年
、
人
間
の
側
で
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
放
棄
し
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
今
ま
で
に
世
代
を
超
え
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
風
に
関
す
る
英
知
は
豊
富
で
あ
る
。

特
に
風
位
に
関
し
て
は
、
こ
こ
に
自
然
環
境
と
人
間
と
の
関
係
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
だ

ろ
う
し
、
そ
の
関
係
を
生
業
に
お
け
る
風
位
伝
承
を
中
心
に
見
て
い
く
と
、
伝
承
に
よ
り

描
く
こ
と
が
で
き
る
。」
と
、
中
山
氏
の
研
究
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
中
山
氏
の
研

究
視
点
お
よ
び
研
究
方
法
に
、
筆
者
は
賛
同
す
る
者
の
一
人
で
あ
る
。

風
の
民
俗
研
究　
　

中
山
氏
は
、
各
地
の
風
の
伝
承
と
静
岡
県
内
の
漁
業
を
中
心
と
し
た

風
位
伝
承
を
基
軸
に
し
て
、
詳
細
な
資
料
を
デ
ー
タ
化
し
提
供
し
、
風
の
民
俗
を
考
察
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
静
岡
県
御
前
崎
市
浜
岡
地
区
に
お
け
る
風
と
農
業
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
報
告
が
あ
る
。

　

風
位
伝
承
を
最
も
重
視
し
、
生
業
に
生
か
し
て
き
た
の
が
、
漁
業
で
あ
り
、
そ
の
担
い

手
が
漁
民
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
風
の
民
俗
に
関
す
る
研
究
は
、
漁
業
と
の
関
連
が
大
半

を
占
め
て
き
て
い
る
の
が
、
日
本
民
俗
学
会
等
に
お
け
る
動
向
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

中
山
氏
も
論
究
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
農
業
に
お
い
て
も
、
風
は
様
々
な
障
害
と
な
る

も
の
の
、
利
得
も
多
く
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
中
山
氏
の
研
究
に
触
発
さ
れ
て
、

風
と
農
業
に
関
す
る
技
術
お
よ
び
民
俗
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
を
、
本
稿

の
目
的
と
し
て
い
る
。

風
と
農
業
の
研
究　
　

研
究
方
法
と
し
て
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
佐
瀬
与
次
右
衛

門
著
『
会
津
農
書
』
お
よ
び
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
の
『
会
津
歌
農
書
』、
同
年
代
の

『
会
津
農
書
附
録
』
に
記
載
さ
れ
た
風
に
関
す
る
農
法
を
基
軸
に
考
察
を
進
め
た
い
。
そ

の
補
足
資
料
と
し
て
、
貞
享
二
年
お
よ
び
文
化
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
会
津
地
方
の
風
俗

帳
と
、
文
化
六
年
の
『
新
編
会
津
風
土
記
』
の
記
載
も
活
用
し
た
。
ま
た
、
会
津
各
地
の

市
町
村
史
の
民
俗
編
や
民
俗
誌
等
か
ら
も
、
風
に
関
す
る
資
料
の
集
成
を
も
目
的
に
、
列

挙
す
る
形
で
収
録
し
た
。

　

会
津
地
方
で
も
、
中
山
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
風
を
感
じ
る
」
感
覚
は
農
業
に
お
い

て
も
、
年
々
消
滅
す
る
危
機
的
な
時
代
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
近
世
の
会
津
の
人
々
は
、

農
業
に
お
い
て
、
風
を
ど
う
感
じ
、
ど
う
対
策
し
て
き
た
の
か
、
風
に
対
す
る
畏
怖
に
対

し
、
ど
う
信
仰
し
、
生
活
し
て
き
た
の
か
を
、
さ
さ
や
か
な
資
料
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

猪
苗
代
湖
南
の
布
引
山
頂
に
は
、
三
〇
機
ほ
ど
の
風
力
発
電
の
風
車
が
設
置
さ
れ
、
近
年

観
光
地
と
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
現
代
に
生
か
さ
れ
た
、
風
の
利
用
の
象
徴
的
存
在

で
あ
る
。
そ
の
布
引
高
原
は
、
高
原
野
菜
の
「
布
引
大
根
」
の
名
産
地
で
も
あ
る
。
柳
田

国
男
は
明
治
三
十
八
年
に
、
猪
苗
代
湖
畔
を
歩
い
た
と
き
、
布
引
山
に
つ
い
て
「『
布
を

引
く
』と
云
ふ
語
は
今
は
無
い
語
で
あ
る
。
此
名
を
つ
け
た
昔
の
人
が
な
つ
か
し
か
っ
た
」

と
記
述
し
て
い
る
。

二
、『
会
津
農
書
』
に
み
る
四
季
の
風

風
と
農
業　
　

農
業
に
と
っ
て
、
風
は
大
敵
の
存
在
で
あ
る
。
特
に
稲
作
に
お
い
て
は
、

稲
穂
に
実
が
入
る
季
節
に
強
風
に
よ
り
、
稲
の
花
粉
が
飛
散
し
、
実
が
入
ら
ず
秕し

い
なに

な
る

こ
と
が
、
農
民
に
と
っ
て
一
番
の
心
配
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
も
過
去
も
、
同
様
で
あ

る
。
現
在
で
は
、
台
風
の
襲
来
ご
と
に
、
大
風
・
大
水
の
懸
念
に
、
毎
年
悩
ま
さ
れ
続
け

て
い
る
。
今
日
の
よ
う
に
、
農
業
科
学
が
発
達
し
て
い
な
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、
た
だ
嵐

が
通
り
過
ぎ
る
こ
と
を
、
風
の
神
に
祈
る
の
み
で
あ
っ
た
。

会
津
農
書
と
風　
　

そ
ん
な
情
況
を
佐
瀬
与
次
右
衛
門
は
、『
会
津
農
書
附
録
』
二
に
切

実
な
思
い
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

一
、
諸
作
毛
に
辰
巳
の
風
あ（

仇
）た

な
り
。
風
雨
時
に
か
な
ひ
、
稲
の
草
生
満
作
た
り
と

い
へ
と
も
、
出
穂
の
節
巽
風
吹
て
さ
む
き
時
は
、
一
夜
の
内
に
も
か
れ
し
ね
と
成
り
、

粟
、
稗
も
か
る
ゝ
な
り
。
又
実
て
後
ハ
巽
風
計
に
も
か
ぎ
ら
す
、
大
風
頻
に
吹
時
は
、

田
畑
の
実
共
に
吹
こ
ぼ
す
也
。
故
に
昔
ハ
風
祭
り
を
し
て
遊
ぶ
と
い
え
り
。
今
以
其
例

勤
る
所
も
あ
り
。

　

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、「
辰
巳
の
風
」
ま
た
は
「
巽
風
」
が
農
民
に
と
っ
て
一
番
恐
れ
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
辰
巳
の
風
す
な
わ
ち
南
東
か
ら
吹
く
風
で
、
一
晩
で
出

穂
の
稲
は
枯
れ
て
し
ま
う
と
い
う
恐
ろ
し
い
風
で
あ
る
。
与
次
右
衛
門
は
、
辰
巳
の
風
だ

け
で
な
く
、
秋
の
東
風
に
つ
い
て
も
、『
会
津
農
書
附
録
』
八
で
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

問
て
云
、
農
家
に
て
い
ひ
習
す
る
ハ
、
秋
東
風
吹
ハ
稲
に
当
て
枯カ

レ

穂
に
成
リ
、
西
風

ハ
何
程
吹
て
も
当ア

タ
ラす

と
い
へ
り
、
是
ハ
如
何
成
事
そ
。

　

答
て
云
、
四
時
皆
方
角
相
応
の
風
也
。
春
風
に
草
木
発
生
し
秋
風
に
実
る
事
、
天
地

の
常
な
り
。
然
に
秋
東
風
吹
ハ
時
に
あ
ハ
さ
る
風
に
て
不
正
の
気
な
り
。
此
故
に
発
生

の
風
な
れ
と
還
て
稲
に
当
リ
、
枯
穂
に
成
道
理
あ
り
。

　

秋
の
東
風
に
つ
い
て
は
、『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
　
　
　

秋
厭
二
東
風
一

　

秋
風
に
実
る
も
稲
の
常
な
れ
ど

　
　
　
　
　
　

東
風
の
は
げ
し
く
吹
ハ
い
や
な
れ

　

う（
憂
）し

と
の
ミ
秋
に
は
げ
し
き
東
風

　
　
　
　
　
　

い
と
ふ
ハ
稲
の
か（

枯
）る

ゝ
故
な
り

⑸

⑹

⑺
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『会津農書』にみる風と農業

辰
巳
風
の
被
害　
　

辰
巳
の
風
の
恐
ろ
し
さ
や
、
農
作
物
へ
の
大
き
な
被
害
を
与
え
た
こ

と
は
、『
会
津
農
書
附
録
』
四
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
与
次
右
衛
門
が
、
元
禄
四
年
（
一

六
九
一
）
か
ら
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
一
九
年
間
の
天
候
と
農
作
物
の
作
柄
を
記
載

し
た
も
の
で
、
こ
の
中
に
は
辰
巳
の
風
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
多
々
見

ら
れ
る
。

　

そ
の
一
例
に
、
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
の
状
況
を
見
て
み
た
い
。
こ
の
年
は
、「
田

方
不
作
、
風
槁
。
畑
作
下
、
風
槁
。」
と
冒
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
注
記
に
よ
る
と
、「
槁
」

は
草
木
が
し
ぼ
む
、
枯
れ
る
の
意
で
、「
風
槁
」
は
風
に
よ
っ
て
作
物
が
傷
め
つ
け
ら
れ

る
意
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
、
大
変
。
八
月
十
五
日
に
雨
ま
し
り
の
辰
巳
風
吹
キ
、
大
川
洪
水
出
ル
。
扨
夜
の
五

つ
ゟ
同
七
つ
時
迄
大
風
、
大
雨
、
家
を
吹
つ
ふ
し
、
大
木
吹
倒
し
、
人
馬
も
少
々
死
な

り
。
家
破
損
、
枝
折
木
ハ
数
し
ら
す
、
漆
木
大
分
に
吹
倒
ス
。
田
畑
夏
作
、
わ
せ
ゟ
外

の
作
そ
こ
ね
た
る
事
ハ
百
年
に
も
覚
た
る
者
な
し

　

宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
も
辰
巳
の
風
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。
こ
の
年

は
、
伊
北
・
金
山
谷
な
ど
、
現
在
の
南
会
津
郡
只
見
町
や
大
沼
郡
金
山
町
な
ど
に
も
、
大

き
な
被
害
が
あ
っ
た
。

　

一
、
八
月
十
九
日
之
昼
時
過
ゟ
晩
方
迄
、
辰
巳
風
、
雨
ま
じ
り
の
大
風
に
て
大
河
水

ま
し
、
又
ハ
家
も
少
々
損
ル
也
。
又
山
郷
之
内
ニ
ハ
粟
、
稗
、
そ
ば
等
風
に
あ
ひ
、
丸
不

作
之
所
有
。
里
寄
も
石
数
々
升
目
不
足
ハ
風
故
也
。

　

一
、
九
月
八
日
に
西
方
ゟ
大
風
、
大
冰
大
分
ニ
吹
あ
れ
て
、
伊
北
、
金
山
谷
、
南
之

山
下
郷
内
一
通
り
田
畑
共
に
不
残
打
散
し
、
あ
と
か
た
な
し
。
只
土
底
に
有
故
、
里
芋

計
取
な
り
。
其
冰
一
ツ
の
重
さ
百
二
、
三
十
目
有
と
い
へ
り
。

　

翌
年
の
宝
永
五
年
も
、
辰
巳
風
が
吹
き
稲
や
粟
に
被
害
が
あ
っ
た
。「
七
月
二
日
之
夜
ニ

巽
風
は
げ
し
く
吹
、
稲
穂
、
粟
穂
等
に
枯
れ
付
也
。」
と
あ
る
。
元
禄
六
年
七
月
の
辰
巳

の
風
は
、「
去
共
風
ぬ
る
き
故
か
稲
に
不
当
、
雨
も
地
ハ
ぬ
れ
す
。」
と
、
温
か
い
風
で
あ

っ
た
た
め
、
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
南
会
津
地
方
な
ど

は
、「
南
の
山
ハ
大
風
、
大
雨
也
。
故
に
洪
水
出
ル
。」
と
、
大
き
な
被
害
が
出
て
い
た
。

　
「
春
風
に
草
木
発
生
し
秋
風
に
実
る
事
、
天
地
の
常
な
り
」
と
、
与
次
右
衛
門
は
当
時

の
農
民
観
で
あ
る
陰
陽
五
行
思
想
を
例
に
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
辰
巳
の
風
や
秋
東
風

は
、
注
意
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

野
分
の
風　
　

特
に
、
与
次
右
衛
門
は
「
暴ノ

ハ
キ風

」
に
つ
い
て
注
意
し
て
い
る
。
ノ
ワ
キ
と

い
う
言
葉
は
、
現
代
の
日
常
生
活
で
は
余
り
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。
年
寄
た
ち
が
、
た
ま

に
「
ノ
ワ
キ
が
来
る
ぞ
」
な
ど
と
、
農
作
物
の
収
穫
を
若
者
に
せ
き
た
て
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。『
広
辞
苑
』
に
よ
る
と
、「
の
わ
き　
〔
野
分
〕（
野
の
草
を
わ
け
て
吹
く
意
）

二
百
十
日
・
二
百
二
十
日
前
後
に
吹
く
異
風
。
台
風
。
ま
た
、
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
吹

く
強
い
風
。」
と
あ
り
、「
の
わ
け
〔
野
分
〕
も
同
じ
」
と
あ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本

で
は
、
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

暴ノ
ハ
キ風

　

秋
仕
舞
い
か
に
心
の
ま
ゝ
な
ら
む

　
　
　
　
　
　

絶
て
暴
風
の
音
な
か
り
せ
ば

　

願
（
ね
が
わ
く
）は

の
ワ
き
も
ふ
か
で
そ（

蕎
麦
）は

の
実
の

　
　
　
　
　
　

こ
ぼ
れ
ぬ
先
に
刈
て
取
た
や

　
「
野
分
」
に
つ
い
て
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
成
立
と
さ
れ
る
東
海
地
方
の
農
書

『
百
姓
伝
記
』
に
は
、「
国
々
津
浪
物
語
」
で
野
分
に
よ
る
津
波
を
記
載
し
て
い
る
。

　

一
、
寛
永
年
中
の
比
、
三
州
か
た
の
原
・
田
原
・
西
の
郡
・
あ
い
は
・
吉
田
の
辺
へ

津
浪
入
て
、
人
人
馬
多
く
死
す
。
家
を
な
か
し
、
作
毛
を
損
。
八
月
の
事
に
て
、
野
分

の
大
風
に
大
雨
降
、
富
士
を
ろ
し
の
大
風
南
に
ま
ハ
り
、
南
し
け
の
う
ち
に
津
浪
三
つ

打
と
な
り
。
中
ひ
と
つ
大
き
な
る
浪
に
て
、
初
・
後
の
浪
二
つ
ハ
ち
い
さ
く
う
ち
た
る

と
、
古
老
の
い
ゝ
伝
へ
る
。
引
潮
に
な
り
て
、
ミ
な
命
を
す
て
た
る
と
承
る
。

　
『
百
姓
伝
記
』
巻
一
「
四
季
集
」
に
は
、「
野
分
の
大
風
秋
に
至
り
て
必
ふ
き
、
損
亡
あ

り
。」
と
、
野
分
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
な
お
同
書
に
は
、「
風
見
」
と
い
っ
て
、
四

季
の
風
の
方
向
と
、
そ
の
見
分
け
方
を
記
載
し
て
い
る
。「
風
見
と
云
て
立
置
竹
木
の
先

に
、
紙
か
き
ぬ
を
ゆ
い
付
置
て
、
東
西
南
北
の
風
を
こ
ゝ
ろ
見
よ
。
春
夏
ハ
地
よ
り
天
に

か
せ
ふ
き
め
ぐ
る
。
子
と
も
わ
ら
へ
の
た
こ
を
あ
く
る
を
見
よ
。
秋
冬
は
天
よ
り
地
へ
風

ふ
き
つ
く
る
に
よ
り
、
風
見
を
吹
下
る
。」
と
あ
り
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

会
津
の
四
季
の
風　
　
『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
に
は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
風
に
つ
い
て
、

作
物
の
生
育
と
農
作
業
に
あ
わ
せ
た
特
徴
を
述
べ
て
い
る
。
前
述
の
東
風
と
西
風
に
つ
い

て
の
説
明
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

春
風

　

春
霞
長（

の
ど
け
）

閑
き
空
に
吹
東
風
の

　
　
　
　
　
　

音
ハ
よ
ろ
こ
ぶ
種
子
も
え
と
て

　
　
　
　

夏
風

　

夏
も
来
て
さ（

早
苗
）

な
へ
を
そ
よ
と
吹
風
に

　
　
　
　
　
　

植
る
田
面
や
猶
し
げ
る
ら
ん

　
　
　
　

秋
風

　

田
や
畑
も
心
の
ま
ゝ
に
実
り
し
ハ

　
　
　
　
　
　

秋
の
殺サ

ツ

伐バ
ツ

の
風
の
ま
に
〳
〵

　
　
　
　

冬
風

⑻

⑼
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佐々木長生

　

聞
も
い
や
み
ぞ
れ
ま
じ
り
風
音
ハ

　
　
　
　
　
　

冬
作
の
し
ま
ふ
さ
ハ
り
と
そ
な
る

　

春
の
東
風
は
、
農
民
に
と
っ
て
は
「
春
風
に
草
木
発
生
し
」、
こ
れ
か
ら
の
農
作
業
の

開
始
を
告
げ
る
喜
び
の
風
で
あ
っ
た
。
与
次
右
衛
門
は
、
雪
消
え
の
節
に
吹
く
東
風
を
、

次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

雪
消
二
圃
面
一　

 

　

み
ワ
た
せ
バ
そ（

園
）の

ゝ
面

（
お
も
て
）に

雪
消
て

　
　
　
　
　
　

麦
の
さ
く
切

（
き
る
）折

も
来
れ
り

　

東（
こ
ち
）風

ふ
け
バ
園
の
面
の
雪
消
て

　
　
　
　
　
　

い
つ
の
間
に
か
や
𩛰

（
あ
さ
り
な
）

菜
を
す
る

　

与
次
右
衛
門
は
、
風
と
雨
の
バ
ラ
ン
ス
よ
い
天
気
が
農
業
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
を
、

「
気
候
不
正
」
と
、「
気
候
順
正
」
で
説
い
て
い
る
。

　
　
　
　

気
候
不
正

　

天
の
気
も
正
し
か
ら
ざ
る
年
あ
り
て

　
　
　
　
　
　

春
の
日
寒
く
夏
ハ
ひ
や
ゝ
か

　

春
雨
や
夏
ゆ
ふ
だ
ち
の
か
ゝ
り
て
も

　
　
　
　
　
　

秋
気
不
正
に
稲
ハ
ミ
の
ら
ず

　
　
　
　

気
候
順
正

　

唐
（
も
ろ
こ
し
）

土
の
聖
の
御
代
の
気
候
順

　
　
　
　
　
　
　

五
ふ（

風
）う

十
雨
の
例
し
有
と
ぞ

　

吹
風
ハ
枝
も
鳴
ら
さ
ず
降
雨
に

　
　
　
　
　
　

地
の
塊
を
お（

侵
）か

さ
ね
は
正

　

天
の
気
の
順
正
な
れ
バ
草
木
や

　
　
　
　
　
　

五
穀
も
実
る
民
の
幸

三
、『
会
津
農
書
』
に
み
る
風
と
農
業

春
先
の
厳
し
い
風　
　

会
津
地
方
は
雪
国
で
春
遅
く
ま
で
雪
が
消
え
ず
、
苗
代
作
り
も
厳

し
い
寒
さ
の
中
で
行
わ
れ
る
。
特
に
大
雪
の
年
に
は
、
灰
や
土
を
苗
代
に
蒔
き
、
雪
が
一

日
で
も
早
く
消
え
る
よ
う
に
す
る
年
も
あ
っ
た
。『
会
津
農
書
附
録
』
八
の
「
ひ
と
り
ず

さ
の
逃
る
」
と
い
う
農
語
の
背
景
に
は
、
そ
ん
な
厳
し
い
自
然
で
の
農
法
が
語
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
季
節
の
風
は
、
身
に
刺
さ
る
よ
う
な
冷
た
さ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

或
人
問
二
老
農
一
曰
、
農
家
に
て
苗
代
時
ハ
ひ
と
り
ず
さ
の
逃
る
と
云
は
何
そ
や
。

　

老
農
答
て
曰
、
寒
国
な
れ
バ
年
に
依
て
四
月
節
前
後
ま
て
ハ
四
方
の
山
々
へ
雪
降
な

り
。
居
平
へ
も
降
事
有
、
霜
ハ
四
月
の
中
ま
て
本
霜
降
リ
、
そ
れ
よ
り
五
月
節
ま
て
露

霜
降
な
り
。
故
に
早サ

苗オ

夫ト

婦メ

等ト
モ

焚
火
を
あ
た
り
て
田
を
植
事
時
々
有
リ
。
苗
代
拵
は
三

月
な
り
。
其
頃
ハ
何
の
年
も
近
山
に
残
雪
の
村（

斑
）消

有
リ
。
殊
に
風
烈
く
吹
て
雨ミ

ゾ
レ雪

降
時

ハ
、
身
も
こ
ゞ
へ
手
足
も
す
く
ミ
て
田
畝ボ

に
足
を
立
兼
、
や
か
て
為シ

果ハ

敢カ

を
打
捨
て
家

に
帰
る
、
是
を
逃
る
と
称
へ
り
。

　
『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本
で
は
、
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

　

苗
代
に
打
立
こ
ろ
は
ひ
と
り
従（

ず
さ
）者

　
　
　
　
　
　

為
ば
か
を
逃に

く

る
と
そ
い
ふ

　
　

に
く
る
と
ハ
苗
代
時
に
み（

霙

）

そ
れ
ふ
り

　
　
　
　
　
　
　

手
足
こ
ゝ
え
て
帰
る
を
そ
い
ふ

　

苗
代
へ
の
種
子
籾
蒔
き
に
も
、
風
の
影
響
を
受
け
る
。
当
時
の
苗
代
は
、「
倒

た
を
し

苗な
ハ

代し
ろ」

と

呼
び
水
を
た
た
え
た
と
こ
ろ
に
、
種
子
籾
を
蒔
き
付
け
る
。
風
が
あ
る
と
波
が
立
ち
、
種

子
籾
が
風
下
の
方
へ
押
し
流
さ
れ
、
一
所
に
寄
り
集
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
風
の

な
い
朝
方
の
水
の
冷
た
い
時
間
帯
に
、
種
子
籾
を
蒔
く
。
水
が
温
ま
る
と
、
水
が
淀
ん
で

よ
く
な
い
と
い
う
。『
会
津
農
書
』
上
巻
に
は
、
里
田
・
山
田
に
お
け
る
種
子
籾
蒔
に
つ
い

て
記
述
し
て
い
る
。

風
と
苗
代
づ
く
り　
　

里
田
の
「
里
田
種
上
并
種
蒔
日
考
」
に
は
、「
朝
夕
水
の
冷
る
時
ま

く
へ
し
。
又
風
吹
に
ハ
不
可
蒔
。
長
萌
な
と
ハ
、
く
ろ
き
わ
へ
吹
寄
て
悪
し
。
左
様
の
節

夕
水
に
蒔
て
よ
し
。」
と
あ
る
。
山
田
は
山
間
の
冷
た
い
水
で
苗
代
を
作
る
の
で
、
夕
方

の
水
が
よ
い
と
い
う
。「
山
田
種
浸
并
種
上
、
種
蒔
時
節
に
は
、「
朝
ハ
余
り
冷
水
に
寄
て
夕

水
に
蒔
て
よ
し
。
昼
ハ
風
吹
、
長
蘗
ハ
一
所
へ
吹
寄
る
。
夜
ハ
風
止
、
吹
寄
る
事
な
し
。

故
に
晩
蒔
て
よ
し
。
種
蒔
ハ
お
そ
く
共
、
浸
ハ
は
や
き
か
よ
し
。」
と
あ
り
、
種
子
蒔
き

は
風
の
有
無
に
左
右
さ
れ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本
「
種
子
蒔　

附
行
」
に
は
、
朝
夕

に
種
子
籾
蒔
き
を
す
る
理
由
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
風
に
よ
る
障
り
も
あ
る
。

　

朝
ま
け
ハ
水
底
見
え
て
種
籾
の

　
　
　
　
　
　

む（
斑
）ら

を
見
る
に
も
障
り
な
き
そ
や

　

朝
蒔
に
や
か
て
似
よ
る
そ
夕
水

　
　
　
　
　
　

冷
れ
は
た
ね
の
沈
ミ
よ
ろ
し
き

　

ぬ
る
水
ハ
動う

ご
きて

種
子
の
う（

浮
）か

ふ
ゆ
へ

　
　
　
　
　
　

日
の
中
ま
く
を
嫌
ひ
け
る
也

　

風
あ
れ
ハ
波
に
ゆ
ら
れ
て
種
う（

動
）こ

く

　
　
　
　
　
　

な（
凪
）き

間
見
合
蒔
た
る
か
よ
し
。

　

又
朝
を
こ
の
ミ
て
ま
く
ハ
冷
水
に

　
　
　
　
　
　

種
子
の
し（

沈
）つ

ミ
も
能
ゆ
へ
そ
か
し
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『会津農書』にみる風と農業

　
『
会
津
歌
農
書
』
上
之
本
に
は
、
苗
代
の
場
所
は
「
風
の
淀
」
す
な
わ
ち
風
の
あ
た
ら

な
い
場
所
が
よ
い
と
説
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、『
新
千
載
和
歌
集
』
巻
第
二
に
あ
る
前
大

納
言
為
世
の
作
の
歌
ま
で
添
え
ら
れ
て
い
る
。
与
次
右
衛
門
の
教
養
と
知
識
の
深
さ
を
知

り
得
る
一
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

苗
代
場　

附
古
歌

 　

苗
代
は
腴
た
る
土
に
風
の
淀よ

ど
み　

　
　
　
　
　
　

絶
ぬ
流
を
う
け
て
こ
そ
よ
き

　
　

古
歌　

小
山
田
の
苗
代
水
も
せ
き
わ
け
て

　
　
　
　
　
　
　

ゆ
た
か
な
る
世
に
ま
か
せ
て
そ
み
る

　
『
会
津
農
書
』
上
巻
の
「
苗
代
水
掛
乾
」
に
は
、
種
子
籾
を
播
種
し
た
後
、
大
風
の
た

め
の
対
策
と
し
て
、
苗
代
の
水
掛
け
ま
た
水
抜
き
し
て
乾
す
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

苗
代
水
掛
乾

　

苗
代
水
ハ
、
田
の
頭
水
温
を
拵
、
深
く
湛
置
て
、
そ
れ
よ
り
か
け
べ
し
、
種
蒔
た
る

砌
、
大
風
吹
バ
水
を
委

（
こ
ぼ
し
）て

よ
し
。
ふ
か
く
湛
れ
ハ
種
一
処
へ
吹
寄
也
。（
以
下
、
略
）

　

風
に
対
す
る
対
策
は
、
田
植
え
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末

の
「
田
植
手て

だ
て段

」
に
は
、
一
度
に
す
べ
て
植
え
れ
ば
、
秋
の
実
り
時
に
辰
巳
の
風
や
大
風

に
あ
え
ば
、
全
滅
す
る
か
ら
、
そ
の
回
避
対
策
と
し
て
、
日
を
ず
ら
し
て
何
度
か
に
分
け

て
植
え
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

　

時
来
て
も
田
を
バ
一
度
に
植
る
な
よ

　
　
　
　
　
　

風
雨
変
化
も
心

（
こ
こ
ろ
も
と
）

許
な
し

　

何
稲
も
都
而
日
数
の
さ
だ
ま
り
て

　
　
　
　
　
　

い
そ
ぎ
植
れ
バ
は
や
く
ミ
の
れ
り

風
と
稲
刈
り　
　

秋
に
な
り
稲
穂
が
黄
金
色
に
染
ま
り
、
そ
こ
に
風
が
そ
よ
ぎ
、
豊
作
の

喜
び
を
与
次
右
衛
門
は
、『
会
津
歌
農
書
』
上
之
末
に
歌
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

秋
田　

附
古
歌

　

秋
の
田
の
ほ
な
ミ
を
わ
た
る
風
ま
で
も

　
　
　
　
　
　

ゆ
た
か
な
る
世
の
こ
ゑ
に
ふ
く
哉

　
　

古
歌　

う
ち
な
び
く
田
面
の
ほ
な
ミ
ほ
の
〴
〵
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

霧
ふ
き
た
て
ゝ
ワ
た
る
秋
風

　

稲
刈
り
は
、
天
気
状
況
を
見
て
、
刈
稲
の
束
ね
方
や
干
し
方
も
違
う
。『
会
津
農
書
』
上

巻
で
は
、
特
に
天
気
が
あ
が
る
時
は
大
風
が
吹
く
の
で
、
注
意
す
べ
き
と
指
導
し
て
い
る
。

　
　
　
　

稲
刈
并
稲
乾

　
（
前
略
）
曇
日
に
稲
刈
時
ハ
、
刈
次
第
に
壱
束
ツ
ヽ
笠
稲
を
懸
べ
し
。
照
日
に
ハ
壱

束
の
笠
稲
な
し
に
立
て
、
晩
の
上
り
は
か
に
笠
を
か
け
べ
し
。
縦
ハ
天
気
能
共
笠
懸
べ

し
。
諺
に
秋
の
空
ハ
夜
の
う
ち
に
七
度
替
と
言
也
。

　

永
雨
に
て
稲
刈
節
下
り
、
し
か
れ
て
捨
れ
時
ハ
、
あ
め
降
日
に
も
把
を
少
く
壱
束
を

七
把
ハ
八
把
ケ
に
可
刈
。
天
気
上
る
時
ハ
定
而
大
吹
也
。
其
時
吹
返
し
よ
く
ひ
る
也
。

大
作
す
る
人
な
と
ハ
、
日
和
を
待
て
か
ら
ぬ
ハ
宜
し
か
ら
す
。（
以
下
略
）

風
と
農
具　
　

乾
燥
し
た
稲
束
か
ら
脱
穀
し
籾
に
し
た
の
ち
、
籾
中
に
混
じ
っ
て
い
る

「
ち
り
」
や
「
ぬ
か
」
を
風
の
力
を
利
用
し
た
風
選
に
よ
り
除
去
す
る
。
そ
の
農
具
と
し

て
箕
が
あ
る
。『
会
津
農
書
』
上
巻
の
「
稲
扱
并
籾
立
」
に
は
、
そ
の
作
業
光
景
を
記
載
し

て
い
る
。

　
（
前
略
）　

扱
た
る
籾
を
細テ

腰キ

杵ネ

を
以
よ
ふ
し
、
籾
箕
に
て
返
し
、
ち
り
を
取
捨
て
、

其
籾
を
箕
に
て
は
し
り
、
ぬ
か
を
簸
出
也
。
か
な
ら
す
少
し
も
実
の
有
し
へ
な
を
吹
捨

ざ
る
様
に
す
べ
し
。

　

次
に
、
籾
の
表
面
の
籾も

み

殻が
ら

を
取
り
除
く
、
籾

摺
り
の
作
業
が
あ
る
。『
会
津
農
書
』
上
巻
の

「
木
礱
挽
并
拵
」
は
、
籾
摺
り
の
作
業
工
程
と

そ
の
農
具
「
木
礱
」
の
変
遷
過
程
、
そ
し
て

「
ぬ
か
」
を
取
り
除
く
農
具
と
し
て
「
颺ト

ウ
ミ扇

」

を
記
載
し
て
い
る
。
颺
扇
は
唐
箕
で
あ
り
、
こ

の
記
述
は
わ
が
国
に
お
け
る
唐
箕
使
用
の
最
古

の
記
録
と
い
え
る
。
唐
箕
は
人
工
的
に
風
を
起

こ
し
、
風
選
を
行
う
農
具
で
あ
る
。

　
　
　

木
礱
并
拵

　
（
前
略
）
ぬ
か
を
去
る
に
ハ
昔
よ
り
箕
を
以
簸
、
今
颺ト

ウ
ミ扇

を
仕
ふ
ハ
ま
れ
ニ
有
。
吹

写真 2　北田唐箕　　湯川村北田製造
会津民俗館蔵

写真 1　皮箕で風選する　只見町
新国勇氏撮影

図 1『農具便利論』に記載さ
れた「風起筵」の図
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佐々木長生

　

山
風
や
川
風
あ
た
る
畠
に
は

　
　
　
　
　
　

実
の
こ
ぼ
れ
ざ
る
作
り
こ
そ
よ
き

　

風
つ
よ
く
あ
た
り
し
囲か

こ
ひに

ハ

　
　
　
　
　
　

柳
を
植
て
除よ

け

と
な
す
へ
し

　

風
か
ら
収
穫
し
た
莨タ

ハ
コ菪

の
葉
を
防
護
す
る
方
法
が
、『
会
津
農
書
』
中
巻
の
「
莨タ

ハ
コ菪

作

様
」
に
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
寝
」
す
な
わ
ち
収
穫
し
た
タ
バ
コ
の
葉
を
積
み
あ
げ
て
、

数
日
間
蒸
ら
し
ぎ
み
に
陰
干
し
を
す
る
と
き
、
風
が
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
、
囲
い
を
す
る
。

　
（
前
略
）
カ
キ
煙
草
寝
様
ハ
、
脇
ゟ
風
当
り
萎
サ
ル
様
ニ
廻
リ
ニ
少
ニ
囲
ヲ
シ
テ
、
上

へ
藁
シ
ベ
少
シ
懸
置
、
色
ノ
付
タ
ル
時
ニ
縄
ニ
狭
ミ
、
下
ニ
釣
シ
置
ヘ
シ
。（
以
下
略
）

　

風
と
畑
作
に
お
い
て
心
配
な
こ
と
は
、
せ
っ
か
く
実
っ
た
も
の
が
、
収
穫
を
目
前
に
風

で
落
下
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
会
津
歌
農
書
』
下
之
本
の
「
農
業
油
断
」
に
は
、「
油
断
ぞ

や
実
り
し
そ
ば
を
刈
取
ら
ず　

暴
（
あ
ら
）き

風
あ
て
こ
ぼ
し
ぬ
る
哉
」
と
、
戒
め
て
い
る
。

　
『
会
津
農
書
』
中
巻
の
「
碌
地
畑
相
当
作
毛
」
に
は
、「
小
石
地
ハ
白
ク
軽カ

ル
ク、

石
ニ
当
テ

湿
気
カ
ワ
キ
、
風
気
を
早
ク
受
テ
木
綿
ス
ネ
テ
モ
ヽ
開
く
也
。」
と
、「
風
気
」
す
な
わ
ち

空
気
が
よ
く
、
木
綿
栽
培
に
よ
い
と
あ
る
。
ま
た
、
風
と
土
壌
の
関
わ
り
で
は
、『
会
津
歌

農
書
』
中
之
本
の
「
徒
土
畑
作
」
に
も
、
注
目
す
べ
き
記
載
が
あ
る
。「
土
壌
生
成
」
を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

性
か
る
く
風
吹
ち
ら
す
徒
土
に
ハ

　
　
　
　
　
　

余よ

の
つ
く
り
よ
り
粟
か
能
也

　

カ
ノ
と
呼
ば
れ
る
焼
畑
に
お
い
て
、
風
が
吹
散
し
た
跡
へ
ソ
バ
を
蒔
く
の
は
、
よ
く
な

い
と
説
明
し
て
い
る
。『
会
津
農
書
』
中
巻
の
「
煆カ

野
畑
相
当
作
毛
并
煆カ

ノ

野
刈
」
に
は
、
ソ

バ
ガ
ノ
の
当
時
の
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
（
前
略
）　

蕎
麦
煆カ

野
ハ
六
月
土
用
前
ニ
草
木
を
刈
ホ
シ
テ
置
、
ソ
バ
蒔
時
節
ニ
焼
ク
、

則
種
子
入
ヘ
シ
。
日
数
ヲ
移
シ
、
或
ハ
雨
ニ
灰
を
打
流
シ
、
或
ハ
風
ノ
吹
散
シ
タ
ル
跡

へ
マ
ケ
ハ
、
ソ
バ
宜
シ
カ
ラ
ズ
。

　

大
豆
の
乾
燥
で
、「
乳

（
に
ゅ
う
）」

に
積
み
乾
燥
す
る
場
合
、
風
に
あ
て
る
必
要
性
を
与
次
右
衛

門
は
『
会
津
農
書
附
録
』
六
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

　

愚
曰
、
有
年
の
秋
長
雨
に
て
大
豆
を
引
に
日
和
を
待
事
も
な
ら
す
、
雨
の
ふ
る
に
も

引
て
川
原
に
立
並
置
、
か
わ
か
し
て
乳
に
積
、
雨
の
通
ら
ぬ
様
に
成
程
の
心
を
入
、
苫

を
以
葺
置
て
百
日
の
雨
に
も
気
遣
な
し
と
お
も
ひ
、
稲
を
揚
仕
廻
て
後
に
打
て
見
れ

ハ
、
或
ハ
三
ケ
一
、
或
ハ
半
分
く
さ
る
。
殊
に
屋
敷
の
内
に
積
置
た
る
大
豆
ハ
乳
へ
風

の
当
ら
ぬ
故
か
猶
以
く
さ
り
増
也
。
又
功
者
成
も
の
有
て
、
如
何
に
し
心
を
入
ふ
き
置

た
り
共
、
長
雨
な
れ
は
乳
の
内
に
て
ほ
と
を
り
て
く
さ
る
事
も
あ
や
う
し
と
い
ひ
て
、

天
気
を
見
合
て
揚
る
稲
を
指
置
後
、
大
豆
乳
を
く
つ
し
て
取
ひ
ろ
け
、
日
を
あ
て
又
乳

き
去
た
る
ぬ
か
と
も
を
、
扨
て
み
に
て
懸
れ
ハ
色
々
屑
共
出
る
。
其
く
ツ
を
箕
に
て
吹

返
、
死
米
、
く
た
け
米
迄
取
、（
以
下
略
）

稲
作
へ
の
風
の
利　
　

こ
れ
ま
で
風
と
稲
作
と
の
関
係
を
見
て
き
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
風
が
支
障
と
な
り
、
そ
の
対
策
の
農
法
が
行
わ
れ
て
き
た
。
一
方
、
風
は
稲
の
乾
燥
や

風
選
な
ど
、
稲
作
の
利
益
と
な
る
点
も
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
田
畑
の
土
壌
を
乾
燥
さ

せ
、
窒
素
分
を
大
気
中
か
ら
採
取
す
る
、
乾
土
効
果
も
あ
る
こ
と
が
、
農
業
技
術
史
か
ら

立
証
さ
れ
て
い
る
。

　
『
会
津
農
書
』
上
巻
の
「
田
塢
生
」
お
よ
び
「
田
秋
塢
生
」
で
あ
る
。
会
津
地
方
で
は
、

「
田
う
な
い
」
と
呼
ば
れ
る
田
起
し
作
業
で
あ
る
。
特
に
、
田
起
し
を
行
う
に
あ
た
り
、

畦
を
南
北
に
立
て
、
東
西
か
ら
風
を
当
て
、
土
を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。

　
　
　
　

田
塢
生

　

山
田
、
里
田
共
に
卑
泥
田
ハ
浅
く
塢
生
へ
し
。
深
く
う
な
え
ハ
養
地
底
へ
入
、
稲
も

と
へ
遅
く
廻
り
、
又
不
足
に
受
て
不
作
す
る
。
陸
田
ふ
か
く
塢
生
へ
し
。
浅
き
ハ
地
底

堅
、
稲
の
根
さ
し
滞
て
生
長
宜
か
ら
す
。
又
卑
泥
田
ハ
早
く
う
な
ひ
、
地
底
へ
日
を
当

へ
し
。
陸
田
ハ
遅
く
う
な
ふ
て
よ
し
。
は
や
く
う
な
ひ
大
雨
な
と
掛
れ
ハ
、
土
堅
ま
り

て
悪
し
、
う
な
ひ
墓
ハ
南
北
へ
立
て
、
東
西
よ
り
吹
風
を
当
て
、
塊
を
乾
す
べ
し
。
漢

に
□

（
て
脱
カ
）は

耕
と
云
な
り
。

　
　
　
　

田
秋
塢
生

　

山
田
、
里
田
共
に
干（

卑
）泥

ハ
秋
う
な
ひ
置
ハ
、
鍬
目
よ
り
日
も
通
り
、
其
上
塊
の
間
へ

川
に
こ
み
た
ま
り
、
田
肥
へ
て
よ
し
。
又
陸
田
ハ
秋
う
な
ひ
よ
り
春
先
雪
消
際
に
田
畑

う
な
ひ
置
て
よ
し
。
は
か
を
南
北
へ
う
な
ふ
て
日
を
当
て
、
塊
へ
東
西
よ
り
吹
か
せ
を

当
て
よ
し
。

風
と
畑
作　
　

風
と
畑
作
に
つ
い
て
関
連
す
る
こ
と
で
、『
会
津
農
書
』
下
巻
の
「
風
中

畑
作
毛
考
」
が
あ
る
。
特
に
、
風
を
嫌
う
作
物
の
栽
培
法
、
畦
の
立
方
に
つ
い
て
記
述
し

て
い
る
点
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　

風
中
畑
作
考

山
の
狭
ゟ
吹
出
風
か
、
嶽
ニ
か
吹
下
風
か
、
風
の
難
ニ
当
る
畑
に
ハ
、
前
廉
考
て
蕎

麦
、
粟
、
ヒ
エ
等
の
実
の
こ
ぼ
る
作
毛
作
る
べ
か
ら
す
。

　

風
を
餘イ

ト
フふ

作
毛
ハ
畦
を
東
西
に
造
る
畑
に
蒔
へ
し
。
東
西
ゟ
吹
風
ハ
畦
形
に
吹
故
、

作
毛
の
梗
共
力
に
成
て
吹
倒
さ
れ
、
南
北
へ
造
る
畑
の
作
毛
ハ
東
西
吹
風
横
手
ニ
受
る

故
ニ
吹
倒
す
也
。

　

実
っ
た
畑
作
物
が
、
風
で
吹
き
落
ち
る
防
御
策
と
し
て
、
畑
の
ま
わ
り
に
柳
を
植
え
て
、

風
除
け
の
囲
い
を
設
け
る
こ
と
を
、『
会
津
歌
農
書
』
中
之
本
で
指
導
し
て
い
る
。

　
　
　
　

風
か
ぜ
あ
た
り中

畠
作　

附
畑
囲
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に
積
直
し
置
て
後
に
打
た
る
大
豆
ハ
少
も
く
さ
ら
す
、
稲
上
の
一
日
計
遅
成
ハ
別
に
さ

わ
り
に
も
な
ら
す
、
以
来
大
豆
の
引
す
に
長
雨
降
る
時
、
諸
人
心
得
の
た
め
記
し
置
な

り
。

風
と
果
樹
栽
培　
　

会
津
若
松
市
門
田
町
御
山
地
区
は
、「
会
津
み
し
ら
ず
柿
」
の
産
地
と

し
て
、
毎
年
皇
室
に
献
上
柿
を
贈
っ
て
い
る
特
産
地
で
あ
る
。
御
山
地
区
は
扇
状
地
に
位

置
し
、
柿
や
り
ん
ご
の
果
樹
園
が
多
く
見
ら
れ
る
。
御
山
山
頂
か
ら
吹
き
下
す
風
は
、
果

樹
の
生
育
に
も
適
し
て
い
る
と
も
い
う
。

　

御
山
で
六
代
続
く
柿
生
産
者
の
渋
川
吉
美
氏
は
、
前
年
に
風
や
雷
が
多
い
年
は
、
次
の

年
に
柿
の
生
育
が
よ
く
豊
作
だ
と
い
う
。
風
や
雷
に
よ
り
柿
の
枝
・
葉
が
吹
き
揺
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
葉
に
刺
激
が
与
え
ら
れ
て
活
性
化
し
、
養
分
も
貯
え
ら
れ
る
。
一
方
、
樹

自
体
は
倒
れ
ま
い
と
、
根
を
横
状
に
強
く
な
り
、
丈
夫
な
樹
木
と
な
り
、
実
の
生
育
も
よ

く
な
る
と
い
う
。
こ
の
自
然
条
件
を
、「
風
振
」
と
も
い
う
。
御
山
地
区
の
自
然
環
境
、
山

麓
の
扇
状
地
へ
吹
き
下
す
、
恵
み
の
風
が
生
み
だ
す
、
ま
さ
に
「
風
味
」
の
産
物
で
あ
る
。

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
果
樹
農
家
で
は
毎
年
強
風
に
よ
り
実
っ
た
果
樹
の
落
下
が

心
配
さ
れ
る
。
一
方
で
、
風
は
果
樹
の
生
育
に
は
、
欠
か
せ
な
い
自
然
の
存
在
で
も
あ
る
。

四
、
風
俗
帳
に
み
る
近
世
の
風
祭

風
祭
り　
　
『
会
津
歌
農
書
』
下
之
末
の
「
風
祭
」
に
は
、「
春
く
れ
バ
作
り
の
為
の
風
祭

り
、
木ゆ

綿ふ

四し

手で

は
り
て
幣ぬ

さ

を
あ（

上
）け

つ
ゝ
」
と
、
与
次
右
衛
門
は
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
記
述

に
よ
る
と
、
春
の
行
事
の
よ
う
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
会
津

農
書
附
録
』
二
に
も
あ
る
よ
う
に
、
辰
巳
風
が
吹
く
二
百
十
日
ご
ろ
に
多
く
行
わ
れ
た
と

み
ら
れ
る
。

　

現
在
の
南
会
津
郡
南
会
津
町
古
町
付
近
の
貞
享
二
年
の
『
会
津
郡
郷
村
之
品
々
書
上
ケ

申
候　

伊
南
古
町
組
』（
以
下
『
伊
南
古
町
組
風
俗
帳
』
と
略
す
）
に
は
、「
風
祭
り
」
に

つ
い
て
「
雷
祭
り
」
と
あ
わ
せ
て
記
載
し
て
い
る
。

　

一
雷
祭
り
、
風
祭
り
と
申
事
御
座
候
、
夏
ノ
内
長
雨
か
風
吹
申
時
男
女
遊
び
、
い
か

づ
ち
祭
り
と
申
ニ
ハ
麦
ノ
こ
う
セ
ン
を
仕
、
家
之
廻
り
へ
ふ
り
申
候
、
風
祭
ニ
ハ
粢
を

仕
風
神
へ
供
シ
申
候
、
是
を
事
遊
び
と
申
、
惣
而
少
之
ほ
ま
ち
か
せ
ぎ
も
不
仕
遊
び
申

候

　

ま
た
、
現
在
の
南
会
津
郡
下
郷
町
付
近
の
貞
享
二
年
の
『
地
下
風
俗
覚
書　

会
津
郡
楢

原
郷
』
に
は
、
大
内
村
の
風
祭
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。

　

一
風
祭
と
申
、
七
月
初
よ
り
八
月
迄
之
内
吉
日
を
撰
、
二
度
又
ハ
三
度
、
竈
壱
軒
よ

り
初
尾
壱
銭
、
弐
せ
ん
宛
出
し
、
其
所
之
社
人
、
山
伏
を
頼
為
祭
、
尤
幣
を
き
ら
せ
其

⑽

⑾

村
之
高
キ
木
に
結
付
置
申
候
、
祭
候
日
一
日
村
中
不
残
遊
申
候

　

与
次
右
衛
門
が
肝
煎
を
務
め
る
幕
内
の
大
川
向
い
の
、
現
在
の
会
津
若
松
市
北
会
津
町

中
荒
井
付
近
の
貞
享
二
年
の
『
中
荒
井
與
三
十
二
箇
村
風
俗
帳
』（
以
下
『
中
荒
井
組
風

俗
帳
』
と
略
す
）
に
は
、「
風
祭
」
と
い
う
名
称
の
記
載
は
な
い
が
、「
風
追
」
と
い
う
呪

い
と
唱
え
言
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
雷
や
地
震
の
時
の
唱
え
言
も
並
記
さ

れ
て
い
る
。
天
気
と
作
柄
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
た
め
、
併
せ
て
紹
介
し
て
お
き

た
い
。

　

一
雷
の
な
る
時
、
窓
よ
り
鎌
、
庖
丁
出
置
、
桑
の
葉
ま
と
へ
指
す　

つ
よ
く
な
る
時
は
、

言
葉
に
桑
原
々
々
と
唱
、
雷
雨
は
諸
作
の
た
め
に
よ
し

　

一
夏
の
土
用
の
時
分
よ
り
、
日
暮
に
い
な
ひ
か
り
有
是
を
稲
妻
と
云
、
繁
き
年
ハ
稲

宜
き
と
云
伝

　

一
地
震
之
時
は
、
言
葉
に
万ま

ん

歳ざ

楽ら
く

、
万
歳
楽
と
唱

　

一
大
風
之
時
は
、
風
追
と
て
聲
を
尽
し
て
、
い
や
〳
〵
と
云
候
得
ハ
風
長
閑
に
成
と

云
伝

八
朔
一
日　
　

立
春
か
ら
数
え
て
二
一
〇
日
目
が
、
八
月
一
日
頃
に
あ
た
る
。「
八
朔
一

日
」
で
、
こ
の
頃
は
「
二
百
十
日
」
と
言
っ
て
、
暴
風
雨
が
襲
来
す
る
季
節
で
あ
る
。「
八

朔
祭
り
」
と
か
「
八
朔
一
日
」
と
い
っ
て
風
除
け
の
祭
り
を
行
う
地
方
が
多
い
。

　
『
中
荒
井
組
風
俗
帳
』
に
は
、「（
八
月
）
朔
日
た
の
も
の
朔
日
と
い
ふ
、
朝
に
糧
を
不
入

食
す
」
と
あ
る
。
現
在
の
耶
麻
郡
西
会
津
町
野
沢
付
近
の
、
貞
享
二
年
の
『
川
沼
郡
野
沢

組
百
姓
民
間
営
風
俗
改
書
上
申
帳
』（
以
下
『
野
沢
組
風
俗
帳
』
と
略
す
）
に
も
、「
八
月

朔
日
た
の
も
の
朔
日
と
申
遊
、」
と
あ
る
。
現
在
の
南
会
津
町
田
島
付
近
の
、貞
享
二
年
の

『
郷
村
地
方
内
定
風
俗
帳　

会
津
郡
長
江
庄
』
に
も
、「（
八
月
）
朔
日
常
之
食
物
ニ
一
菜

ヲ
調
、
親
頼
ム
子
頼
ム
タ
ノ
モ
ノ
朔
日
ト
テ
取
分
テ
親
子
ウ
チ
ヨ
リ
祝
フ
、
村
中
互
ニ
礼

ヲ
勤
ル
」
と
あ
る
。

　
「
た
の
も
の
」
の
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
記
述
し
た
資
料
は
、
会
津
地
方
に
は
見
当
ら

な
い
。
新
潟
県
内
で
は
、
九
月
一
日
は
立
春
か
ら
数
え
て
二
百
十
日
ご
ろ
に
な
り
、
こ
の

日
は
田
の
モ
ノ
祭
り
（
六
日
町
）・
田
の
実
朔
日
（
守
門
村
）
な
ど
と
呼
び
、
仕
事
を
休

ん
で
風
祭
り
を
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
い
う
。

二
百
十
日　
　

文
化
四
年
の
会
津
地
方
の
各
地
の
風
俗
帳
を
見
る
と
、
八
朔
一
日
の
「
た

の
も
の
朔
日
」
等
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。「
と
う
せ
ん
ほ
う
」
と
か
「
東
せ
ん
防
」
な

ど
の
呼
称
が
あ
る
。
現
在
の
喜
多
方
市
熊
倉
町
付
近
の
『
熊
倉
組
風
俗
帳
』
で
は
、
東
風

を
「
東
せ
ん
防
」
と
呼
び
、
風
祭
り
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　

二
百
十
日
に
は
、
早
稲
、
中
稲
共
に
全
く
実
入
候
処
、
晩
稲
半
実
入
の
時
分
故
東
風

を
東
せ
ん
坊
と
申
し
大
き
に
い
や
が
り
申
候
、
其
節
は
風
祭
り
と
て
村
々
に
て
鎮
守
籠

⑿

⒀

⒁

⒂
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佐々木長生

り
杯
仕
候
、（
以
下
略
）

　

現
在
の
会
津
若
松
市
高
野
町
付
近
の
『
黒
川
風
俗
帳
』
に
は
、「
寒
の
あ
き
候
日
よ
り

二
百
十
日
目
を
と
う
せ
ん
ほ
う
と
唱
ひ
、
此
日
風
吹
き
、
稲
草
へ
當
り
候
故
、
よ
ひ
よ
り

所
々
の
宮
江
こ
も
り
祭
を
い
た
し
申
候
」
と
あ
る
。

　

現
在
の
大
沼
郡
三
島
町
大
谷
付
近
の
『
大
谷
組
風
俗
帳
』
に
は
、「（
八
月
）
朔
日　

八

朔
の
祝
ひ
と
て
、
朝
小
豆
飯
又
は
粟
飯
な
ど
に
て
遊
ぶ
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
二
百
十
日　

悪
雨
悪
風
在
㆑

之
候
得
ハ
、
諸
作
違
候
と
て
、
百
姓
年
中
第
一
之
日
に
定
め
、
村
中
男
女

と
も
に
信
心
し
て
、
終
日
遊
申
候
」
と
、
風
祭
り
の
様
子
を
記
述
し
て
い
る
。
現
在
の
南

会
津
町
の
『
田
島
組
、
高
野
組
、
川
島
組
、
熨
斗
組
風
俗
帳
』
に
も
、「
二
百
十
日
、
二
百

二
十
日
は
往
古
よ
り
大
風
嵐
有
レ

之
、
諸
作
障
り
凶
作
の
由
申
伝
、
農
具
留
に
て
御
日
待

い
た
し
、
鎮
守
宮
掃
除
致
信
心
一
統
遊
ひ
日
」
と
あ
る
。
各
村
々
で
、
若
干
の
祭
り
に
違

い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

五
、
会
津
地
方
に
お
け
る
風
の
民
俗

風
祭
の
行
事　
　

会
津
地
方
で
は
、
現
在
も
風
祭
り
を
行
っ
て
い
る
村
が
あ
る
。
喜
多
方

市
熱
塩
加
納
町
大
平
や
三
の
倉
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

今
は
大
平
、
三
の
倉
集
落
に
の
み
伝
わ
る
行
事
で
あ
る
。
陰
暦
六
月
二
十
八
日
未
明

（
現
在
は
陽
暦
七
月
二
十
八
日
早
朝
）、
各
戸
一
名
ず
つ
出
て
、
鉈
と
鎌
を
持
っ
て
途
中

の
参
道
た
る
山
道
を
刈
払
い
、
風
神
様
を
祭
る
。
さ
ら
に
小
高
い
見
晴
し
の
よ
い
独
立

丘
の
聖
な
る
場
所
に
出
て
、
大
平
は
目
印
の
石
の
上
に
、
三
の
倉
は
大
き
な
松
の
根
元

に
、
そ
れ
ぞ
れ
雑
木
と
青
ガ
ヤ
を
も
っ
て
、
粗
末
な
極
め
て
素
朴
な
社
殿
を
つ
く
り
、

そ
こ
に
神
の
降
臨
を
願
う
。
そ
の
前
に
お
神
酒
、
ス
ル
メ
な
ど
を
供
え
て
、
一
同
柏
手

を
打
っ
て
風
害
、
悪
病
の
な
い
よ
う
祈
願
す
る
。
こ
の
日
は
ハ
レ
の
日
で
餅
、
赤
飯
な

⒃

⒄

⒅⒆

写真 3　三の倉風神祭の山
喜多方市熱塩加納町三の倉　
佐原義春氏撮影

写真 9　大平　風神祭の社殿正面
喜多方市熱塩加納町大平
佐原義春氏撮影

写真 8　大平　風神祭の社殿後面
喜多方市熱塩加納町大平
佐原義春氏撮影

写真 7　風神祭　
喜多方市熱塩加納町三の倉
佐原義春氏撮影

写真 6　三の倉風神祭の社殿側面
（喜多方市熱塩加納町三の倉）
佐原義春氏撮影

写真 5　三の倉風神祭の社殿正面
喜多方市熱塩加納町三の倉
佐原義春氏撮影

写真 4　三の倉風神祭場へ行く村人
喜多方市熱塩加納町三の倉
佐原義春氏撮影
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ど
を
つ
く
っ
て
休
む
。

　

こ
の
行
事
の
発
祥
は
不
明
で
あ
る
が
、
神
社
の
社
殿
を
常
置
す
る
以
前
の
も
の
で
極
め

て
古
風
で
あ
り
、
専
門
の
神
職
に
よ
る
祭
祀
で
な
く
村
人
自
身
の
祭
祀
に
よ
る
行
事
な
の

で
、
全
国
的
に
い
っ
て
も
価
値
の
あ
る
民
俗
行
事
で
あ
る
。

　

喜
多
方
市
山
都
町
藤
巻
に
は
、
村
の
出
入
口
と
な
る
高
台
に
、
石
の
祠
の
風
神
様
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
大
き
な
松
の
木
が
立
っ
て
お
り
、
風
神
様
の
位
置
が
一
目
で
わ

か
る
。
藤
巻
で
は
、
現
在
風
祭
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

大
沼
郡
金
山
町
西
谷
で
は
、
二
百
十
日
近
く
に
な
る
と
、
村
の
出
入
口
と
な
る
国
道
沿

い
の
高
い
木
の
枝
に
白
い
幣
束
を
結
え
付
け
奉
納
す
る
。
風
祭
の
幣
束
で
あ
り
、
現
在
も

行
わ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
下
郷
町
大
内
村
の
貞
享
二
年
の
風
俗
帳
に
記
載
さ
れ
た
、「
幣

を
き
ら
せ
其
村
之
高
キ
木
に
結
付
置
申
候
、」
と
同
様
の
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

　

猪
苗
代
町
新
在
家
な
ど
で
も
、
二
百
十
日
近
く
に
な
る
と
、
村
の
出
入
口
に
暴
風
雨
除

け
と
し
て
、
道
路
上
に
注
連
縄
を
張
り
風
祭
を
行
っ
て
き
た
。
近
年
は
風
祭
り
は
行
う
が
、

車
の
往
来
に
支
障
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
祈
祷
の
御
札
を
納
め
、
注
連
縄
は
張
ら
な
く
な
っ

だ
く
。
ま
た
各
家
で
は
、
村
の
各
戸
の
主
が
参
集
し
、
神
主
を
招
い
て
祈
願
祭
を
行

い
、
そ
の
後
直
会
の
宴
を
開
く
。

　

二
百
十
日　

こ
の
日
は
村
休
み
と
し
、
風
神
の
荒
魂
を
し
ず
め
る
た
め
に
「
風
ま
つ

り
」
を
行
っ
て
、
二
百
十
日
の
無
事
を
祈
る
。
達
沢
で
は
、
団
子
を
柳
の
枝
に
刺
し
て

竹
竿
に
し
ば
り
、
屋
根
に
掲
げ
る
。
子
供
た
ち
が
夕
方
き
て
、
そ
の
団
子
を
も
ぐ
。
こ

れ
を
カ
ザ
ラ
シ
と
い
っ
て
、
農
作
物
に
被
害
を
与
え
な
い
よ
う
に
と
い
う
、
嵐
除
け
の

意
で
あ
る
。

　

小
正
月
の
団
子
刺
し
で
も
、
豊
作
を
祈
り
稲
穂
に
見
立
て
、
ミ
ズ
ノ
キ
に
団
子
を
刺
す
。

こ
れ
を
田
植
え
と
称
し
、
大
判
・
小
判
、
俵
や
鯛
な
ど
の
煎
餅
を
枝
に
付
け
、
飾
る
。
二

〇
日
の
風
に
当
て
る
な
と
い
い
、
一
九
日
の
日
に
稲
刈
り
と
い
っ
て
下
げ
る
風
は
、
会
津

地
方
で
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。

カ
ラ
ム
シ
栽
培
と
風
除
け　
　

風
は
稲
作
の
み
な
ら
ず
、
大
沼
郡
昭
和
村
の
カ
ラ
ム
シ
栽

培
に
は
、
風
除
け
と
し
て
か
つ
て
は
、
カ
ラ
ム
シ
を
植
え
た
ま
わ
り
に
、
背
の
高
い
麻
を

植
え
、
風
除
け
に
し
た
。
現
在
は
、
萱
で
垣
を
設
け
て
風
除
け
に
す
る
。
風
で
カ
ラ
ム
シ

の
幹
が
打
ち
あ
た
る
と
、
傷
が
付
き
よ
い
繊
維
が
と
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

風
穴
と
蚕
種
紙
保
管　
　

自
然
の
冷
蔵
装
置
と
し
て
、「
風
穴
」
と
呼
ば
れ
る
岩
穴
が
あ

る
。
下
郷
町
中
山
の
風
穴
は
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
有
名
で
あ
る
。
只
見
町
に
は

田
ノ
口
地
区
や
原
地
区
、
八
木
沢
地
区
に
風
穴
が
あ
っ
た
。
風
穴
は
、
岩
の
間
か
ら
冷
た

い
風
が
吹
き
出
し
て
く
る
穴
で
、
蚕
種
紙
を
保
存
す
る
天
然
の
施
設
と
し
て
、
種
屋
な
ど

で
は
蚕
種
や
種
ツ
ケ
に
使
う
蝶
な
ど
を
保
管
し
調
整
し
て
い
た
。

　

只
見
町
塩
ノ
岐
・
小
林
地
区
お
よ
び
南
会
津
町
和
泉
田
付
近
の
貞
享
二
年
の
『
会
津
伊

北
和
泉
田
組
風
俗
帳
』
に
よ
る
と
、
寒
中
に
種
紙
に
水
を
掛
け
風
に
あ
て
る
と
、
風
に
負

け
な
い
蚕
に
な
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
一　

こ
た
ね
は
関
東
結
城
福
島
よ
り
當
地
之

者
調
義
仕
、
家
々
に
配
置
候
、
種
紙
江
寒
中
に
至
水
を
掛
風
に
あ
て
申
候
、
是
之
蚕
養
幼

�

�

た
。
猪
苗
代
町
内
の
風
祭
と
二
百

十
日
の
行
事
に
つ
い
て
紹
介
し
て

お
く
。

　

風
ま
つ
り　

八
月
末
日
、
南

真
行
で
は
出
穂
の
頃
、
雷
神
社

の
境
内
で
ご
飯
を
炊
い
て
お
供

え
し
、
神
官
に
暴
風
に
よ
る
稲

の
被
害
が
な
い
よ
う
に
祈
祷
し

て
も
ら
い
、
そ
の
ご
飯
を
い
た

⒇

写真10　大平　
風神祭の社殿ぐし上の茅の幣束
喜多方市熱塩加納町大平
佐原義春氏撮影

写真11　風神祭
喜多方市熱塩加納町大平
佐原義春氏撮影

写真12　風祭の幣束
大沼郡金山町西谷

写真14　萱の垣囲の前でカラムシ
を刈る　
大沼郡昭和村大芦

写真13　カラムシに風除けに設け
られた萱の垣囲
大沼郡昭和村大芦
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佐々木長生

内
寒
サ
或
者
風
に
負
不
申
為
と
申
義
御
座
候
、」
と
、
風
の
効
用
を
記
し
て
い
る
。

寒
風
に
よ
る
食
物
加
工　
　

寒
中
の
風
は
、
凍
餅
や
凍
大
根
・
凍
豆
腐
の
乾
燥
に
は
欠
か

せ
な
い
自
然
条
件
で
あ
り
、 

雪
国
の
保
存
食
の
製
造
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
凍
餅
は
、
長

さ
九
セ
ン
チ
・
厚
さ
一
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
切
っ
た
餅
を
、
よ
く
冷
え
こ
ん
だ
晩
に
、
屋
外

に
出
し
て
凍
み
ら
か
す
。
か
ん
か
ん
に
凍
っ
た
後
、
藁
で
十
数
個
一
連
に
編
み
あ
げ
、
そ

れ
を
軒
下
に
吊
る
し
て
寒
風
の
中
で
乾
燥
さ
せ
る
。

　

会
津
美
里
町
雀
林
の
法
用
寺
に
は
、「
氷
餅
」
と
呼
ば
れ
る
凍
餅
が
、
文
化
六
年
の
『
新

編
会
津
風
土
記
』
に
「
土
産
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

氷
餅　

法
用
寺
ノ
境
内
ニ
舂
屋
ト
テ
一
屋
ヲ
構
ヘ
コ
レ
ヲ
製
ス
、
其
製
糯
ノ
新
ニ
熟

ス
ル
者
ヲ
択
ヒ
、
冬
月
ニ
精
ケ
厳
寒
ノ
節
ニ
至
テ
白
餅
ニ
製
シ
、
熱
湯
ニ
和
シ
能
黏
ス

ル
ニ
及
テ
箱
ニ
入
氷
ラ
シ
メ
、
裁
テ
数
片
ト
ナ
シ
藁
ニ
編
テ
再
風
雪
ニ
曝
シ
、
春
月
温

風
稍
至
ル
ニ
及
テ
氷
餅
ト
ナ
ル
、
其
質
束
針
ノ
如
ク
色
極
テ
清
白
ナ
リ
、
同
寺
ノ
中
ニ

倉
三
屋
ヲ
構
ヘ
テ
コ
レ
ヲ
納
ル
所
ト
ス
、
昔
ハ
法
用
寺
ヨ
ク
、
禁
廷
ニ
貢
セ
シ
ト
云
、

今
毎
年
府
ヨ
リ
江
戸
ニ
貢
ス

　

こ
の
よ
う
に
暴
風
は
、
農
業
に
と
っ
て
大
き
な
被
害
を
与
え
て
き
た
た
め
か
、
風
の
神

も
恐
ろ
し
い
存
在
と
い
う
観
念
も
生
ま
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

風
の
三
郎　
　

宮
沢
賢
治
の
「
風
の
又
三
郎
」
は
、
東
北
地
方
の
風
の
妖
怪
と
し
て
、
余

り
に
も
有
名
に
な
っ
て
い
る
。「
風
の
三
郎
様
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
新
潟
県
内
に
は
、
各
地

に
そ
の
伝
承
が
あ
る
。
し
か
し
、
会
津
地
方
に
は
、「
風
の
三
郎
」
の
伝
承
は
今
日
ほ
と
ん

ど
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
会
津
若
松
市
湊
町
や
郡
山
市
湖
南
町
な
ど
、
猪
苗
代
湖
畔
で

僅
か
で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
正
三
年
生
ま
れ
の
橋
本
武
氏
は
、
子
供
の
こ
ろ
母
親
か
ら
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

と
、「
風
の
三
郎
様
が
来
る
ぞ
」
と
言
わ
れ
、
恐
ろ
し
く
な
り
母
の
言
う
こ
と
を
聞
い
た
と

い
う
。
そ
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。

　

遠
い
幼
い
こ
ろ
の
冬
の
記
憶
に
、
風
呂
上
り
な
ど
の
と
き
、
裸
で
は
ね
ま
わ
っ
て
い

る
と
、
着
物
を
持
っ
て
追
い
か
け
て
く
る
母
が
、「
こ
ら
、
大

お
お

寒さ
む

小こ

寒さ
む、

山
か
ら
小
僧
が

と
ん
で
く
る
」
と
お
ど
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
き
か
な
い
と
、「
あ
！
風
の
三
郎
さ
ま
が
く

る
、
お
っ
か
ね
え
」
と
い
わ
れ
て
母
に
抱
き
つ
い
た
の
を
思
い
出
す
。
山
か
ら
く
る
小

僧
は
一
つ
目
で
、
風
の
三
郎
と
と
も
に
す
ぐ
前
に
轟
々
鳴
っ
て
い
る
風
の
山
か
ら
襲
っ

て
く
る
。
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
子
は
、
い
き
な
り
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ

と
は
よ
く
は
な
し
に
き
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
お
っ
か
ね
え
」
と
い
っ
て
泣
き
出
す
。

（
以
下
略
）

　

橋
本
氏
の
「
風
の
三
郎
様
」
の
思
い
出
は
、
ま
さ
に
宮
沢
賢
治
の
「
風
の
又
三
郎
」
に

通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
須
賀
川
市
長
沼
町
に
は
、「
北
風
と
太
陽
」
を
思
わ
せ
る
よ
う

�

�

�

な
、
昔
話
「
お
天
道
様
と
風
の
三
郎
の
力
く
ら
べ
」
が
あ
る
。

　

昔
々
、
雲
の
上
で
風
の
三
郎
が
大
き
な
袋
を
か
つ
い
で
い
ば
っ
て
い
た
。
お
天
道
様

は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
。
お
天
道
様
と
風
の
三
郎
は
力
く
ら
べ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

下
を
見
る
と
旅
人
が
外
套
を
着
て
い
た
の
で
、
あ
の
外
套
を
ぬ
が
せ
た
方
が
勝
ち
と
い

う
こ
と
に
し
た
。

　

風
の
三
郎
は
袋
か
ら
風
を
出
し
て
吹
い
た
が
、
旅
人
は
吹
き
と
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に

ま
す
ま
す
強
く
外
套
を
に
ぎ
り
し
め
た
の
で
、
脱
が
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今

度
は
太
陽
が
暖
か
く
暑
く
照
ら
し
た
ら
旅
人
は
暑
く
て
た
ま
ら
ず
外
套
を
ぬ
い
で
し
ま

っ
た
。
風
の
三
郎
は
降
参
し
て
お
天
道
様
の
家
来
に
な
っ
た
。（
不
明
）

風
袋
様　
　

会
津
地
方
に
は
、
風
の
神
を
形
ど
っ
た
像
は
見
ら
れ
な
い
。
石
川
郡
浅
川
町

福
貴
作
に
は
、
カ
ゼ
ブ
ク
ロ
サ
マ
（
風
袋
様
）
と
呼
ば
れ
る
藁
人
形
を
、
二
百
十
日
前
に

村
の
出
入
口
に
立
て
、
村
へ
暴
風
雨
が
来
な
い
よ
う
に
と
、
現
在
も
行
っ
て
い
る
。

　

二
百
十
日
の
前
日
。
福
貴
作
の
四
つ
の
字
が
二
つ
ず
つ
に
分
か
れ
て
、
一
つ
ず
つ
の

風
袋
様
を
作
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ヤ
ド
（
宿
）
に
集
ま
り
、
顔
は
ワ
ラ
ダ
（
蚕
座
）、
手
、
熊
手
、
刀
の
鍔

�

�

は
藁
で
作
る
。

　

長
刀
と
刀
は
手
ご
ろ
な
木
で
作
る
。
嵐

除
け
に
作
る
も
の
で
、
嵐
が
上
陸
し
た
時

に
長
刀
で
き
り
、
口
と
鼻
で
吸
い
取
っ
て

し
ま
う
と
言
い
、
昔
か
ら
鼻
と
口
は
大
き

く
作
る
の
で
あ
っ
た
。
寛
政
年
間
に
一
度

中
止
し
た
と
こ
ろ
、
嵐
に
み
ま
わ
れ
再
開

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（
菊
池
健
策
）

風
の
三
郎
の
研
究　
　

会
津
若
松
市
大
戸
町
の
大
戸
岳
の
山
頂
近
く
の
尾
根
に
、「
風
の

三
郎
」
の
石
祠
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
木
村
博
氏
は
、「
風
神
信
仰
論
―
風
の
三
郎
を
め
ぐ
っ

て
―
」
で
「
風
の
三
郎
」
に
つ
い
て
、
新
潟
県
の
他
、
山
形
県
や
伊
豆
半
島
・
伊
豆
諸
島

の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。「
風
の
三
郎
」
は
、
宮
沢
賢
治
の
『
風
の
又
三
郎
』

が
余
り
に
も
有
名
で
、「
風
の
三
郎
」
の
民
俗
は
、
そ
の
陰
に
な
り
、
民
俗
学
的
に
も
あ

ま
り
研
究
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
潟
県
の
事
例
が
わ
ず
か
『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
と
、
新
潟
県
の
民
俗
誌
等
に
報
告
さ
れ
て
き
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
福
島
県
内
に
お
い
て
も
、
市
町
村
史
民
俗
編
や
民
俗
誌
な
ど
に
、
断
片
的
に
記
載
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。

　

木
村
氏
は
、「
こ
の
神
（
風
の
三
郎
）
は
か
つ
て
か
な
り
広
い
信
仰
を
も
っ
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
現
在
の
『
風
祭
』
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
も
の
が
多
い

�
�

写真15　風袋様
石川郡浅川町福貴作

『境の神風の神』より
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『会津農書』にみる風と農業

が
、
こ
れ
は
多
分
に
農
耕
習
俗
的
で
あ
り
、
一
方

に
お
い
て
日
本
人
は
冬
の
北
西
風
に
対
す
る
信
仰

も
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
或
い
は
こ

れ
を
農
耕
以
前
的
な
風
神
と
規
定
す
る
こ
と
も
可

能
か
も
し
れ
な
い
が
、
山
の
神
と
田
の
神
を
交
替

す
る
民
俗
と
対
応
さ
せ
れ
ば
、
多
分
に
山
の
神
的

で
も
あ
る
。『
風
の
三
郎
』
は
そ
の
よ
う
な
意
味

に
お
け
る
山
の
神
の
属
性
と
し
て
と
ら
え
得
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
れ
に
し
て
も
冬
の
北
西

風
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
風
神
の
零
落
し
た
姿
が

『
風
の
三
郎
』
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
と
、「
風
の

三
郎
」
を
民
俗
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

川
利
意
氏
は
、
そ
の
様
子
を
版
画
に
描
い
て
い
る
。
そ
の
説
明
に
は
、「
正
月
二
七
日　

風
ま
つ
り
と
い
ひ
て
、
雪
上
に
こ
う
せ
ん
を
供
え
る
」
と
あ
り
、
一
年
間
風
害
が
な
い
よ

う
に
と
祈
願
し
た
と
い
う
。

�

風
と
初
市　
　

会
津
地
方
に
は
、
正
月
の
初
市
が

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
最
も
規
模
の
大
き
い
の

が
、
若
松
城
下
大
町
の
十
日
市
で
あ
る
。
市
で

は
、
日
常
生
活
品
は
じ
め
農
具
類
や
、
神
棚
な
ど

に
及
び
、「
市
の
風
の
当
っ
た
も
の
」
を
買
う
風

習
が
、
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、

風
車
や
起
上
り
小
法
師
・
市
塩
な
ど
は
、
縁
起
物

と
し
て
多
く
の
人
々
が
買
い
求
め
、
家
内
安
全
や

幸
福
を
祈
願
し
て
い
る
。
風
車
は
、
羽
根
と
な
る

風
車
を
竹
に
刺
し
、
黒
豆
で
と
め
た
も
の
で
、「
一

年
間
、
く
る
く
る
と
ま（

豆
）め

に
回
る
よ
う
に
」
と
願

い
を
こ
め
、
神
棚
等
に
飾
っ
て
お
く
。
文
化
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
『
五
目
組
上
野
村
三

浦
家
年
中
行
事
』
に
よ
る
と
、
現
在
の
喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
上
野
付
近
で
は
、
当
時
風

車
や
起
上
り
小
法
師
を
市
で
買
い
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
初
市
に
塩
と
麻
苧
と
起
上
り
風
ぐ
る
ま
な
ど
調
ふ
な
り
、
塩
は
初
ミ
つ
の
い
辰
の

日
に
水
へ
立
屋
内
へ
ふ
れ
候
、
火
事
な
し
と
言
ふ
、
ま
た
塩
を
つ
ゝ
み
た
る
わ
ら
ハ
、

家
主
か
ゝ
の
平
常
居
る
畳
の
し
た
へ
敷
も
の
也
な
ど
言
ふ

　
　

伝
ニ
曰
、
起
上
り
ハ
家
内
の
人
数
ほ
と
調
ふ
事
な
り

正
月
の
風
祭　
　

な
お
、
同
風
俗
帳
に
よ
る
と
三
浦
家
で
は
、「（
正
月
）
廿
七
日
、
風
絵

事
と
言
ふ
て
遊
日
な
り
」
と
あ
る
。「
風
絵
」
な
る
行
事
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
不
明

で
あ
る
。

　

正
月
二
七
日
に
、
風
祭
を
行
う
の
は
会
津
坂
下
町
片
門
南
、
洲
走
の
報
告
が
あ
る
。
古

�

結
び
に
か
え
て

　

よ
く
世
間
で
は
、「
空
気
を
読
む
」
な
ど
と
、
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
指
す
表
現
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
「
風
を
感
じ
る
」
こ
と
と
、
筆
者
は
考
え
た
い
。
風
が
人
類
に
与
え
て
き

た
も
の
は
、
そ
の
地
域
の
文
化
な
り
文
明
を
創
造
し
て
き
た
と
言
え
る
。
日
常
生
活
は
も

と
よ
り
、
生
産
・
生
業
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
農
業
と
そ
の
生
産
物
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
土

産
」
を
生
み
だ
し
て
き
た
。

　

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
著
述
と
さ
れ
る
東
海
地
方
の
農
書
『
百
姓
伝
記
』
に
は
、
農

業
に
と
っ
て
風
の
存
在
価
値
を
表
現
し
た
適
確
な
記
述
を
、
結
語
と
し
た
い
。「
生
類
の

い
き
を
す
る
こ
と
く
、
風
ハ
天
地
の
い
き
な
り
。」
と
、
風
は
農
業
に
と
っ
て
の
作
物
の

呼
吸
で
あ
り
、
天
と
地
の
呼
吸
で
あ
る
と
い
う
。

　

本
稿
は
、『
会
津
農
書
』
と
い
う
会
津
地
方
の
自
然
に
即
し
た
農
業
技
術
書
か
ら
、
風
と

農
業
に
つ
い
て
の
資
料
を
整
理
し
、
若
干
の
分
析
と
考
察
を
試
み
た
積
り
で
あ
る
。『
会

津
農
書
』
は
著
者
佐
瀬
与
次
右
衛
門
の
体
験
と
、「
郷
談
」
と
呼
ば
れ
る
旧
慣
習
を
も
と
に

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
、
民

俗
伝
承
等
も
記
載
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
農
業
技
術
と
い
う
農
法
、
そ
れ
に
関
す
る
伝

承
、
す
な
わ
ち
「
非
文
字
資
料
」
が
、
農
書
と
い
う
形
を
と
り
「
文
字
資
料
」
に
さ
れ
た

の
が
、
農
書
で
あ
り
『
会
津
農
書
』
も
一
例
で
あ
ろ
う
。

　
「
非
文
字
資
料
」
と
し
て
の
「
風
と
農
業
」
を
、『
会
津
農
書
』
か
ら
再
現
し
よ
う
と
試

み
た
積
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
『
会
津
農
書
』
は
じ
め
佐
瀬
与
次
右
衛
門
の

農
書
類
と
、
風
土
記
・
風
俗
帳
等
に
記
載
さ
れ
た
資
料
、
そ
し
て
市
町
村
史
民
俗
編
は
じ

め
先
学
の
研
究
業
績
に
よ
る
資
料
の
羅
列
に
終
わ
っ
た
事
を
反
省
し
て
い
る
。
今
後
の
研

�

写真16　大戸岳の「風の三郎」の石祠
大里正樹氏撮影

写真17　十日市の風車と市神様のお札
会津若松市神指町幕内

図 2　正月27日風まつり
会津坂下町洲走

『古川利意年賀状　版画集』より
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究
課
題
と
し
て
、
本
稿
に
収
録
し
た
資
料
と
、
各
地
の
農
書
や
民
俗
誌
、
研
究
書
と
照
合

し
、
再
度
会
津
地
方
に
お
け
る
風
と
農
業
は
じ
め
風
に
関
す
る
民
俗
研
究
の
必
要
を
痛
感

す
る
。

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
大
里
正
樹
・
佐
原
義
春
・
渋
川
吉
美
・
中
山
正
典
・
野

沢
謙
治
・
橋
本
勝
雄
・
秡
川
信
弘
・
古
川
利
意
諸
氏
か
ら
多
く
の
写
真
お
よ
び
資
料
の
御

提
供
と
御
教
導
を
賜
っ
た
こ
と
に
、
謝
意
を
表
し
ま
す
。

註⑴　

市
川
健
夫　
『
風
の
文
化
誌
』　

雄
山
閣
出
版　

平
成
一
一
年

⑵　

柳
田
国
男　
『
風
位
考
』（
昭
和
五
年
～
一
七
年
間
の
論
考
を
収
録
）　
『
定
本
柳
田
国

男
集
』
第
二
〇
巻
（
新
装
版
）
所
収　

筑
摩
書
房　

昭
和
四
五
年

⑶　

野
口
武　
『
風
の
事
典
』　

原
書
房　

昭
和
六
〇
年

⑷　

中
山
正
典　
『
風
と
環
境
の
民
俗
』　

吉
川
弘
文
館　

平
成
二
一
年

⑸　

柳
田
国
男　
「
勢
至
堂
峠
」
大
正
五
年
九
月　
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
二
巻
（
新
装

版
）
所
収　

筑
摩
書
房　

昭
和
四
三
年

⑹　

日
本
農
書
全
集
第
一
九
巻　
『
会
津
農
書
・
会
津
農
書
附
録
』
所
収　

農
山
漁
村
文

化
協
会　

昭
和
五
七
年

⑺　

日
本
農
書
全
集
第
二
〇
巻　
『
会
津
歌
農
書
・
幕
内
農
業
記
』
所
収　

農
山
漁
村
文

化
協
会　

一
九
八
二
年

⑻　

新
村
出
編　
『
広
辞
苑
』
第
五
版　

岩
波
書
店　

平
成
八
年

⑼　

日
本
農
書
全
集
第
一
六
巻　
『
百
姓
伝
記
』
巻
之
一
～
巻
之
七　

農
山
漁
村
文
化
協

会　

昭
和
五
四
年

⑽　

庄
司
吉
之
助
編　
『
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
』
第
二
巻　

貞
享
風
俗
帳　

歴
史
春
秋

社　

昭
和
五
四
年

⑾　

註
⑽
所
収

⑿　

註
⑽
所
収

⒀　

註
⑽
所
収

⒁　

註
⑽
所
収

⒂　

庄
司
吉
之
助
編　
『
会
津
風
土
記
・
風
俗
帳
』
第
三
巻　

文
化
風
俗
帳　

歴
史
春
秋

社　

昭
和
五
五
年

⒃　

註
⒂
所
収

⒄　

註
⒂
所
収

⒅　

註
⒂
所
収

⒆　

熱
塩
加
納
村
史
文
化
財
保
護
審
議
会
編　
『
熱
塩
加
納
村
の
文
化
財
』　

熱
塩
加
納
村

教
育
委
員
会　

昭
和
五
六
年

⒇　

猪
苗
代
町
史
編
纂
委
員
会　
『
猪
苗
代
町
史
』
民
俗
編　

猪
苗
代
町　

昭
和
五
四
年

�　

橋
本
勝
雄
氏
（
郡
山
市
湖
南
町
）
談

�　

只
見
町
史
編
纂
委
員
会　
『
只
見
町
史
』
第
三
巻　

民
俗
編　

只
見
町　

平
成
五
年

�　

註
�
所
収

�　

丸
井
佳
寿
子
監
修　
『
新
編
会
津
風
土
記
』
第
四
巻　

歴
史
春
秋
社　

平
成
一
四
年

�　

橋
本
武　
『
茶
話
百
題　

随
想
―
会
津
嶺
の
感
―
』　

猪
苗
代
湖
南
民
俗
研
究
所　

平

成
七
年

�　

長
沼
町
史
編
纂
委
員
会　
『
長
沼
町
史
』
第
三
巻　

民
俗
編　

長
沼
町　

平
成
七
年

�　

菊
池
健
策　
「
カ
ゼ
ブ
ク
ロ
サ
マ
（
風
袋
様
）」　

福
島
県
立
博
物
館
編
・
発
行　

企

画
展
図
録　
『
境
の
神　

風
の
神
』　

福
島
県
立
博
物
館　

昭
和
六
三
年

�　

大
里
正
樹
氏
の
御
教
示
お
よ
び
写
真
提
供
に
よ
る

�　

木
村
博　
「
風
神
信
仰
論
―
風
の
三
郎
を
め
ぐ
っ
て
―
」　
『
日
本
民
俗
学
』
八
六　

日
本
民
俗
学
会　

昭
和
四
八
年

�　

註
⒂
所
収

�　

古
川
利
意　
『
古
川
利
意
年
賀
状　

版
画
集
』　

ふ
く
し
ま
本
の
森
・
奥
会
津
書
房　

令
和
元
年

�　

日
本
農
書
全
集
第
一
七
巻　
『
百
姓
伝
記
』
巻
之
八
～
巻
之
十
一　

農
山
漁
村
文
化

協
会　

昭
和
五
四
年


